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※他のサイ トやソフ ト等の電子媒体への

転載を禁 じます。      |

東

日
本

大

震
災

で
被
災

し

た
岩

手
、

宮
城
、

福
島

の
３
県

の
雇
用
情

勢

が

い
か

に
回
復

し

て

い
く

の
か

は
、

地
域
経
済

の
復
旧

・
復
興

の
ス

ピ
ー
ド
に
依
存
す
る
。
し
か
し
、

震

災
前
か
ら
こ
の
地
域
の
経
済
環
境
は

そ
れ
ほ
ど
良
く
な
か
っ
た
。

ま
ず
人

回
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

全
国
の
人

労
働
者
の
一
部
は
雇
用
機
会
を
求
め

て
大
都
市
部
に
流
出
す
る
だ
ろ
う
。

一
方
、

多
く
の
中
高
年
労
働
者
は

土
地
を
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
様
々

な
事
情
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
々
の
た
め
に
地
域
で
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

新

産
業
の
誘
致
を
主
張
す
る
向
き
も
あ

る
。

た
だ
、

多
く
の
先
進
国
で
得
ら

れ
て
い
る
知
見
に
よ
れ
ば
、

中
高
年

労
働
者
を
再
訓
練
し
他
の
産
業
へ
移

っ
て
も
ら
う
の
は
極
め
て
困
難
だ
。

今
後
、

若
年
層
や
大
卒
者
の
労
働

人
口
は
他
の
地
域
へ
の
流
出
が
進
む

だ
ろ
う
。

一
方
、

中
高
年
や
非
大
卒

の
労
働
者
の
一
部
は
雇
用
が
回
復
し

な
い
地
域
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
た
め
、

観
光
な
ど
の
地
場

産
業
や
非
営
利
組
織

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
、

雇
用
が
年
齢
や
学
歴
で
制
限
さ

れ
に
く
い
産
業
を
地
元
で
育
て
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
る
だ
ろ
う
。

（大
阪
大
学
教
授
　
大
竹
文
雄
）

復興への経済戦略 ②

岡
四
圏
冊
囲
一
若
い
働
き
手
の
一
部
流
出
不
可
避

回
は
２
０
０
９
年
ま
で
の
８
年
間
で

Ｏ
ｏ
２
％
増
え
た
も
の
の
、
３
県
で

は
１
・５
％
か
ら
５
・２
％
減
っ
た
。

産
業
構
造
や
失
業
率
は
全
国
平
均

と
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

学
歴
の
水
準
に
違
い
が
あ
っ
た
。
４

年
制
大
学
卒
業
か
そ
れ
以
上
の
学
歴

を
持
つ
人
の
比
率
は
０９
年
に
全
国
平

均
で
２２
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

岩
手

は
１１
％
、

宮
城
は
１８
％
、

福
島
は
１３

％
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
学
歴
構
成
な

ど
を
反
映
し
て
賃
金
水
準
も
低
い
。

常
用
一
般
労
働
者
の
賞
与
込
み
の
年

収
は
１０
年
時
点
で
全
国
平
均
が
４
６

７
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
３
県
で

は
１
～
２
割
低
か
っ
た
。

こ
の
低
賃
金
を
武
器
に
五
揚
を
誘

致
し
て
き
た
も
の
の
、

製
造
業
立
地

の
海
外
移
転
が
進
む
な
ど
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
影
響
で
徐
々
に
人
口
を
減
ら

し
て
き
た
の
が
地
域
経
済
の
今
ま
で

の
経
緯
で
あ
る
。

被
災
し
た
事
業
所

の
復
旧
に
は
一
定
額
の
設
備
投
資
が

必
要
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
中
期
的

な
流
れ
を
考
え
る
と
震
災
前
の
姿
そ

の
ま
ま
に
各
事
業
所
が
戻
っ
て
く
る

と
は
考
え
に
く
い
。

若
者
を
中
心
に


